


子どもは地域の宝です。
学校・家庭・地域の力を結集して
子どもを健やかに育てましょう。
結集！しまねの子育て協働プロジェクトのねらい
　子どもの健やかな成長は県民すべての願いです。しかし、子どもを取り巻く環境は近年大きく変化し、家庭や地域の教
育力の低下が課題となっています。未来を担う子どもたちを健やかに育むためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割
と責任を自覚しつつ、地域全体で教育に取り組む体制づくりを目指す必要があります。
　このため、地域住民が積極的に子どもの教育や子育て支援に関わる環境づくりを進め、各事業が連携する仕組みを作る
ことにより、社会全体の教育力の向上を図ります。

学校支援、放課後支援、
家庭教育支援の取組を
総合的に調整するコー
ディネーターを置きま
しょう。

合同研修会の開催
や人材バンクの一
元化など、効果的
に効率よく運営し
ましょう。

複数の会議を一つ
にまとめ、総合的
に検討が進められ
る組織を作りま
しょう。

島根県ではこれまでも子どもや学校を核にした事業を進めて来ました。
子どもの健やかな成長や地域の活性化に成果を上げていますが、課題もあります。

ふるさと教育

土曜日の
教育支援

家庭教育支援

学校支援 放課後支援

事業の枠を超えて、
地域の人が

いろいろな活動に参加し、
地域の人同士のつながりが

できるといいね。

どの事業も
学校・家庭・地域が

連携して
取り組む事業だから、
一緒に話し合えると

いいね。

事業ごとの取り組みではなく、
地域のみんなが協力して、
継続して取り組める仕組みが

できるといいね。

市町村の実態にあわせて独自に進める
新たな仕組みづくりが必要

新たな仕組みづくり（地域全体で教育に取り組む体制づくり）の提案

1 2 3 4
情報と人材を集め、総合
的に企画・調整・連絡を
行う活動の拠点を設けま
しょう。
（イメージ図を右のページに示
しています。）

拠点の
設置

コーディネーター
の配置

人材の養成と
情報の管理

運営組織の
一本化



新たな仕組みづくりのイメージ図

　各地域の拠点には、コーディネーターが居て、学校への支援活動、放課後の支援活動、土曜日の支援活動、家庭教
育への支援活動に関するニーズや情報を集約し、総合的にコーディネートします。公民館やボランティアセンターの
ほか、学校の空き教室に拠点を置く地域もあるでしょう。
　保護者や地域住民は、従来の事業ごとの活動ではなく、自分が希望する時間や内容に応じて活動することができます。

【支援内容】
●授業等の学習支援
●部活動の指導
●学校環境整備
●学校行事支援
●登下校安全指導
（地域未来塾）

【支援内容】
●子どもの居場所の確保
●放課後の学習支援
●自然体験活動支援
●スポーツ活動支援
●文化活動支援
（放課後児童
　クラブとの連携）

【支援内容】
●補習または発展的な学習
●キャリア教育
●スポーツ・文化・体験活動
●実社会の経験
　を活かした
　多様なプログラム

【支援内容】
親学プログラム・親学ファ
シリテーターを活用して
●子育てに関する
　相談・支援
●親への学習機会の提供
●親子参加行事支援

学　校
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拠点（各地域）

援内容】

放 課 後

援内容】
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家　庭

活動実施

（支援活動の企画・調整・連絡を行う）
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還元
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コーディネーター
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活動グループの
リーダー・メンバー

各事業の
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組織・団体の
メンバー

方針 支援

運営委員会（各市町村）
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